
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(C)

2013～2011

デザイン要素の「ちがい」を魅力に変える「目利き力」の感性科学的基盤解明

Evaluation of expert's ability which transform difference to value in design by Kans
ei Science.

００２６１７９３研究者番号：

山中　敏正（YAMANAKA, Toshimasa）

筑波大学・芸術系・教授

研究期間：

２３６１１００４

平成 年 月 日現在２６   ６   ４

円     4,400,000 、（間接経費） 円     1,320,000

研究成果の概要（和文）：製品を構成する要素の複雑さがユーザーに与える印象評価の研究では「シンプルさ」や「好
み」というデザインの評価が，デザイン教育経験の有無によって差が生じるかを検討し，印象評価と脳血流の測定実験
の結果，デザイン教育経験の有無によって椅子の構造安定性の評価が異なり，脳の活動部位にも差が見られた．
　「目利き」につながる経験特性と製品に対する印象や脳活動の関連性について目利き力の高いデザイナーは，デザイ
ナーはモノを見る際，厳しい見方で評価を行い，情緒的価値においても否定的に評価することが多かったことから，単
に嗜好だけでなくより高度な経験的評価を加えてモノの価値を判断，評価していることを確認した．

研究成果の概要（英文）：The relationship between complexity and impression of users, we tested the differe
nce between design educated and non-design educated. As a result, both subjective impression answer and br
ain function, we found the significant difference in evaluation of Structural Stability in the difference 
of design education level.
For more clearer check between the ability of Mekiki (expert), we compared the evaluation of professional 
designer and non-design students in evaluation of product design. As a result, the designers tend to evalu
ate product more severely, in other words critically. Also for emotional evaluation, designers tend to ras
e negative result. At the same time, we observed difference between groupes. It can be assumed designers t
end to evaluate things with more complexed brain process.
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１．研究開始当初の背景 
 21 世紀に入り，科学・技術開発の発達によ
り新機能を持つ多様な商品が次々と製造され，
世の中には「ちょっと違った」商品が溢れて
いる．その結果，形状の魅力を決定する「デ
ザイン」が目先を変える差別化のためにだけ
使われている．経済社会的基盤としてデザイ
ンに注目している多くのアジア地域から発信
されるデザインは形・色によって外観上の特
徴付けを図っているが，流行や選択範囲を広
げることにしか寄与せず，欧米のデザインは
概念的・機能主義的特徴によって新しい特徴
を創りだすが，変化に乏しい．日本デザイン
は緻密さや仕上げといった独特のデザインの
「良さ」にかかわる品質＝感性品質を持って
いると考えられるが，諸外国の特徴に対して
価値の独自性がわかりにくい．しかし感性品
質を感じる日本人デザイナーの「ちがい」の
見きわめ力は世界でも独特のものだと考えら
れ，その産業応用のための研究が必須である． 
 経済産業省は 2007 年に感性価値創造イニ
シアティブを立ち上げ，「こころの豊かさ」を
商品力として取り上げる動きを明確にした．
感性は東洋思想に基づいたアジアに普遍的な
概念であり（P.Levy, S. Lee and T. Yamanaka, 
2007），それがあることでさらなる満足感を
得るという点で機能的価値とは異なるもであ
る（片岡ら，2002 年）．しかしながら，デザ
イン品質の評価は，未だに全般的な印象の形
容詞による評価や経済価値・消費価値に置き
換えた評価に終始し，魅力について原理的な
評価方法は確立されておらず，我が国のデザ
イン教育は依然として競合商品との比較や技
による仕上げや組み合わせの程度の体験的学
習するの域を出ることなく，「ちがい」の意味
を概念的に教育する基盤が形成されていない．
そこで，デザインプロセスでデザイナーが扱
う「ちがい」を魅力化する感受性すなわち「目
利き力」を科学的に定義するを試みる必要が
ある． 
 デザインの魅力に関連して「Influence of 
Familiarity on Emotional Responses to 
Natural Scene Ads - A Study of Kansei in 
Japanese Advertising -」 (J. Sanabria, Y. 
CHO, T. YAMANAKA. 2010)において「要素
のなじみ感が無いものには人は感動も興味を
覚えないが，なじみ感のある要素が意外な組
み合わせで呈示される時に魅力を感じる」こ
とを科学的に検証しつつある．たとえば，糸
井重里による広告の名コピーである「おいし
い生活」（1983)などは，「おいしい」「生活」
という極めて親しみのある単語が意外な組み
合わせで呈示されたことが魅力につながって
いる．一方，意外性の一種である「遊び」に
よる高揚感は商品の魅力に大きく影響すると
考えられ「製品のユーモア度評価質問紙の作
成を目的とした、ユーモアのある製品の特徴
語抽出」（水谷，他：2009）では，遊びがあ
り魅力的な商品の評価方法を試みている．さ
らに，「飲料パッケージの画像が、食味評定に

及ぼす影響」（水谷，他，2009）では，パッ
ケージ画像と中身のちがいによる印象評価の
違いを示した．このようにデザインにおいて
要素の親しみが好意形成の基盤であり，組み
合わせの意外性の質によって魅力が左右され
る．そこで，意外性，新規性，遊びの基礎的
な性質としてデザイン要素の表現的・理念的
な「ちがい」に注目し，魅力要因との関わり
について研究を行った． 
 また，Metaphor（経験的知識が非意識的・
直接的に意味化する現象，P. Levy and T. 
Yamanaka, 2006）の重要性を発見した．さら
にこの応用として，脳科学を基盤とする感性
科学の手法を用いて，心の働きを生理的指標
と心の内情を構成的に測る主観評価を組み合
わせてレパートリーグリッド発展手法による
経験や知識と生理反応の関係（Yamanaka, 
Tomico, 2008）や，ブロックによる模型制作
を課題とした創造的発想の脳機能による特徴
抽出（永盛，山中，2009）などを行った．本
研究ではこれらを統合的に発展させ，「魅力的
なデザインを原理的に評価する手法の開発と
感性品質を産み出すデザイナー教育の効果的
な提案」を目指し，感性価値を創造する人材
育成のためにデザイン教育が有用であること
を提示する． 
 
２．研究の目的 
 デザイン要素が多様化する中でその特徴の
価値付けに新たな概念が求められている．「ち
がい」を魅力化する感受性＝「目利き力」養
成の感性科学的基盤を，心理・生理指標から
明らかにする． 
(1) 魅力ある製品デザインを構成するため
に，「デザイン要素の親しみ（既知）感」と「要
素間のちがい(新規性）」の感性評価の関係か
ら，魅力を測る方法を確立する 
(2) 魅力に対する感性/感受性の働きについ
て，経験や個性の違いを考慮しつつ，神経生
理学的手法（感性科学）を取り入れて客観的
に評価する方法を確立する． 
 さらに，この研究では，デザインの魅力を
構成する要素として「親しみ」と「ちがい」
を置くが，「ちがい」の評価には特に個人差が
大きく関与する．そこで，主要な個人差の要
因として「デザイン教育・実務」を置き，そ
の他の経験的な要因にも配慮しながら，「ちが
い」要素に対する感受性がどのように魅力評
価につながるのか検討するため，近赤外光を
用いた脳活動計測（光トポグラフィ：Near 
Infra-Red Spectrascopy）を用いて魅力評価
と脳活動の関係を捉える．一方，生理指標だ
けで感性の働きを捉えられるわけではないが
（Shi,Yamanaka, 2007），デザインの魅力評
価に主観評価を組み合わせ，デザインにおけ
る「ちがい」評価と親しみの多様性と魅力の
関係を構造的に明らかにすることを目指した．
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３．研究の方法 
 本研究では 3年に渡り、大きな二つの研究
方法実施した． 
 (1)製品を構成する要素の複雑さがユーザ
ーに与える印象評価： デザイン教育の有無
によるデザインに対する評価の違いと脳血
流の関係について検証する． 
 (2)「目利き」につながる経験特性と製品に
対する印象の関連性：脳機能計測による客観
的評価法および主観的評価法を用いて検証
する。 
 
４．研究成果 
 製品を構成する要素の複雑さがユーザー
に与える印象評価の研究ではデザイン教育
の有無によって，デザイン評価の傾向と脳活
動に違いが生じるかどうか，また両者に関連
がみられるかどうかを検証した．具体的には，
「シンプルさ」や「好み」というデザインの
評価が，デザイン教育経験の有無によって差
が生じるかを検討し，同時にデザイン評価時
の脳血流を測定し，デザイン教育経験の有無，
デザイン評価，ならびに脳活動との関連性を
調べるため二つの実験を行った．デザイン教
育経験の有無と「シンプル」「知っている」「好
き」といったデザイン評価の関連を検討した
結果，デザインに関する知識とシンプルの評
価の関連性がデザイン教育経験によって異
なる可能性を見出した． 
 また，印象評価ならびに脳血流の測定実験
の結果，椅子の構造安定性の評価項目におい
て，デザイン教育経験の有無によって評価が
有意に異なっていることがわかった．脳の活
動部位にもデザイン教育経験の有無によっ
て差が見られた．以上のことから，デザイン
教育経験の有無によってデザイン評価は違
いが生じ，また脳活動にも関連がみられるこ
とが示唆された． 
 「目利き」につながる経験特性と製品に対
する印象の関連性の研究では、作り手側と受
け手側の製品に対する評価のズレを踏まえ
た，目利きにつながる経験特性を有した人物
の製品に対する印象や評価を検証した。デザ
イナーの特性として，SD 法による評価結果か
らは，デザイナーはモノを見る際，厳しい見
方で評価を行い，情緒的価値においても否定
的に評価することが多かったことから，単に
嗜好だけでなく経験則からモノの価値を判
断，評価していると考えられた．脳血流測定
の結果からは，デザイナーと学生間で特に前
頭前野正中付近の上前頭回で違いが生じ，経
験特性の違いと正中付近での脳活動の関連
が示唆された．以上から「目利き」につなが
る経験特性を持った作り手側と受け手側の
間で，主観的な評価および客観的な評価にお
いて違いが見られ，脳機能計測を用いた評価
方法の有用性も示唆された．今後の展望とし
て SD 法による印象評価結果と脳活動の結果
の比較を行うことで，より脳機能計測による
客観的な感性評価法の有用性を確かめるこ

とができると考えられる． 
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